
事業評価個票（事業実施：平成29年度～令和２年度）

■ ■ ■ □ □ □

□ （ ）

集計中

担当課名 森林ノミクス推進課

令和２年度 令和３年度

部局名 農林水産部
高性能林業機械保有台数（累計）

活動実績 台 １２９ １５４ １９１

（様式１）

事業名 やまがた森林ノミクス推進事業費

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

６４ 集計中

総合発展計画実施
計画の位置付け

政策の柱、
政策

[政策の柱２] 競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化
[政策３] 「やまがた森林ノミクス」の加速化

当初見込み ％

１４３ １５０

事業開始年度 平成27年度 事業終了(予定)年度 未設定
再造林率（当該年度の実施率）

活動実績 ％

４８９ ５０５

当初見込み 台 １３３ １３８

４４ ５３

５０ ７０ ８５ １００ １００

施策
[施策１] 収益性の高い林業の展開
[施策２] 県産木材の付加価値向上と利用促進

成果指標及び
成果実績

（アウトカム）

成果指標（所管部局の分析）

６００ ７００（R6）

達成度 ％ 92% 92% 94% 92%

５３５ ５４９(暫定)目標指標 ①県産木材供給量、②再造林率 ①70万㎥(R6)、②100％

①やまがた森林ノミクス推進事業
【概要】やまがた森林ノミクスの取組みの推進のため、以下の普及啓発等を行う。
【実施事業】国、市町村、林業関係者・団体等からなる県民会議の開催運営、全国への情
報発信や意見交換を行う森林ノミクスセミナーの開催等の実施、ＳＮＳによる情報発信
②山形県青年林業士活動推進事業
【概要】「やまがた森林ノミクス」を支えることが期待される若手の林業従事者や経営者
を「青年林業士」と認定し、学生等への技術指導や助言により林業の魅力を発信
【実施事業】青年林業士養成研修会の開催、青年林業士の認定
③再造林支援制度推進事業
【概要】森林の有する公益的機能の維持増進及び持続的に発揮する仕組みを構築するた
め、再造林に要する経費の一部を支援する。
【補助対象等】市町村、森林所有者、森林組合等が行う再造林に対し係る経費の10％
④県産製材品高度化促進事業
【概要】木材供給体制の強化を図るためＪＡＳ認証に係る経費を支援
【補助対象等】県内製材業者に対し係る経費の１/２（上限100千円）
⑤やまがたの木づかい運動推進事業
【概要】「しあわせウッド運動※」の展開による県産木材の活用の推進
※ｽﾀｰﾄ、ｽｸｰﾙ、ｵﾌｨｽ、ﾗｲﾌの４つのライフステージに合わせた「木づかい」を推進
【実施事業】幼稚園・保育園等へ木育用品（積み木）を提供（60施設/年：223提供済）

活動指標及び成果指標設定の考え方

高性能林業機械の保有台数は施業の効率化を計る指標として設定。再造林率は県土の保全、地球温暖化の防止などの森林の有する公益的機
能の持続的な発揮と森林資源の循環利用を計る指標として設定。木材生産量は、大型集成材工場や木質バイオマス発電所の稼働等による今
後の木材需要を基に、本県の木材需給拡大を表すものとして設定。

事業所管部局による評価・検証（令和３年７月）

項目 評価 評価に関する説明

令和元年度 令和２年度 令和３年度

木材（素材）生産量（当該年度の県全体
の生産量）

成果実績 千㎡

単位 平成29年度 平成30年度

事業の目的
「やまがた森林ノミクス」をさらに加速化させるため、再造林に係る支援制度の創設や県
産木材の積極的な利活用により、緑の循環システムの構築を図る。

目標値 千㎡ ５３０ ５５０ ５７０

成果実績

事業概要

目標値

達成度 ％

事
業
の

必
要
性

事業の目的が県民や社会のニーズを的確に反映し、成果目標の明確な
達成手段として位置づけられ、優先度の高い事業となっているか。
また、市町村・民間等に委ねることができない事業なのか。

Ａ

「やまがた森林ノミクス」の推進は、第４次山形県総合
発展計画に位置づけられ、その取り組みを発展、加速化
していくこととしている。緑の循環システムの構築にあ
たっては、市町村域を超えた連携調整が不可欠であり、
県として取り組んでいく必要がある。

実施方法

直接実施 委託・請負 補助 負担 交付 貸付

１１７
再造林支援制度推進事業 ４０,３９５ ２１,６５５ １８,３６０ １６,２４３ ９,６９９

支出先の選定や受益者との負担関係は妥当であるか。 Ａ

やまがた森林ノミクス推進事業 １０,９９２ ４,３１６ ４,００２ １,１３７

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較
してより効果的あるいは低コストで実施できているか。
また、類似の事業がある場合、他部局等と適切な役割分担を行ってい
るか。

Ａ
民間と連携した事業、民間主導の取組みを後押しする事
業となっており効果的に実施出来ている。

１１７

県産木材の需要拡大

当初予算額
（単位:千円）

費目
（予算見積書グループ名）

平成29年度平成30年度 令和元年度 令和２年度

２,４１１

１,２４９

３,６３６ ３,３１１ ２,８６０ ２,８６０

５００ ５００

上記実施方法とする理由：
①直接実施：事業方針等を検討する協議会を運営するため 　②委託・請負：園児への
木育を効果的に実施するため ③補助：森林認証や施設の木造・木質化等を側方から支
援するため

令和３年度

その他

事
業
の
効
率
性

森林認証取得支援事業 ５６８
林工連携推進事業 ２１６ ９４３ ９０１ ８５５

山形県青年林業士活動推進事業 ３９６ ３９７ １１７

森林資源の循環利用の拡大に向け効率的で低コストな林
業の実現につながるものとして、①高性能林業機械の保
有台数は目標を上回った。②再造林率は目標は下回った
ものの着実に向上してきている。

公共・民間施設木造化・木質化推進事業 ６,１９７ ３６,３３２ ３５,４１７ ３０５
県産製材品高度化促進事業 ５００ ５００

１３,７５９

事
業
の
有
効
性
（

達
成
度
）

活動実績は見込みに見合ったものであるか。
また、整備された施設や成果物などは十分に活用されているか。

Ｂ
２,７０６

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。 Ｂ

１００

やまがたの木づかい運動推進事業

財源内訳
（単位:千円）

国庫支出金 ５,６１８ ２,２０５ ２,００６ １,２０７

県債 ２７,０００ ３４,６００

３８,２４９ ２５,１７６ ２１,８７０ １３,５８０

計 ６４,１４９ ６７,４５４ ６２,１５７ ２３,２９１ １３,７５９

支出先の選定等については、再造林を行った方を対象と
するなど各事業とも適切に実施している。例えば、再造
林について、再造林率100%に向けて森林所有者の負担軽
減のため再造林経費を100%補助することとし、民間団体
が創設した基金からの支援と連携した仕組みを構築して
いる。

(評価基準)
Ａ:目標を上回る成果、活動見込を上回って達成(100%以上)/Ｂ:概ね目標どおりの成果、活動見込を概ね達成(80～99%)/Ｃ:目標を下回る成果、活動見込を下回った(79%以下)

課
題
・
改
善
点

・高性能林業機械等の活用と路網を組み合わせた効率的な作業システムによる施業の効率化
・再造林・保育作業の省力化技術の確立
・事業体の連携体制（サプライチェーン）の構築による製材品の安定的な供給
・JAS製品や広葉樹材等の付加価値の高い県産製材品の供給

その他特定財源 ３７５ ２１４ １７９

一般財源 ５８,５３１

有効的な森林利用の推進により、木材生産量も着実に増
加しており、安定的な木材供給についても着実に進んで
いる。

計 ６４,１４９ ６７,４５４ ６２,１５７ ２３,２９１



【農林水産部 林業振興課・農村計画課】 

 やまがた森林ノミクスの推進（拡充）                  117,256千円 
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 「やまがた森林ノミクス推進条例」(※)に基づき、再造林に係る100％補助及び支援制度の構築や県産木
材の利用拡大により、森林資源を積極的に活用し、中山間地域での所得向上や雇用の創出につなげ地域の
活性化を図る。          ※正式名称：山形県の豊かな森林資源を活用した地域活性化条例（平成28年12月制定・施行） 

① 再造林の推進（新規）           59,460千円 

  ・再造林への支援の強化（100％） 

  ・再造林推進のための検討会の開催 

  ・民間団体による再造林推進のための基金創設への支援など 

② 森林管理認証取得の推進          1,817千円 

  ・真室川県有林における森林管理認証の取得 

  ・森林管理認証等の取得支援 

③ 製材品の品質向上・流通拡大（新規）    500千円 

  ・県内製材工場のＪＡＳ認定の取得支援 

④ 公共・民間施設の木造化・木質化の推進（新規） 

  ・民間施設等の木造化・木質化への支援   6,197千円 

⑤ 県産木材の活用を推進する「しあわせウッド 

  運動」(※)の展開（新規）        3,636千円 
  ・幼児期からやまがたの木に親しむ機会の提供 

⑥ 人材育成に係る取組み             396千円 

  ・青年林業士の育成 

⑦ 林工連携の推進（新規）            216千円 

  ・山形県森林資源産業振興協議会（仮称）の設置など 

⑧ 山菜・きのこ日本一産地化プロジェクトの推進 

                               33,426千円 

  ・生産基盤の整備、栽培技術の指導など 

  ・ＳＮＳ等の利用による情報共有・情報拡散 

⑨ やまがた森林ノミクスの情報発信等の取組み 

                                11,608千円 

  ・フォーラム開催、シンボルマーク等による普及啓発など 

Ⅰ 林業及び木材産業の振興 Ⅱ 森林資源の活用の促進 

※「しあわせウッド運動」とは 
 ウッドスタート（幼児期からの木に親しむ機会）、ウッドスクール（学校等における木育）、ウッドオフィス（事業
所等における県産木材利用） 、ウッドライフ （日常生活での木のある暮らし）の４つの「木づかい」を進めること
により、生涯にわたって、やまがたの木に包まれた「しあわせ」な生活を送ろうという県民運動 

目 的 

事業内容 

user
テキストボックス

user
テキストボックス
平成29年度 事業概要資料
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やまがた森林ノミクス推進事業費の主な活動実績（Ｒ２）について 

 

① やまがた森林ノミクス推進事業（R2当初 2,411千円） 

 

 

「やまがた森林ノミクス」の推進に向けた情報発信、関

係団体等と課題や情報の共有及び意見交換の実施 

○全国森林ノミクスサミット 

（やまがた森林ノミクスの取組みの全国発信） 

→新型コロナウイルス感染拡大のため開催中止 

○やまがた森林ノミクス県民会議（９月 10日）：委員 21名参加 

 （委員：国、市町村、関係団体、一般県民） 

○普及啓発 

：ＳＮＳを活用した情報発信を開始 

② 山形県青年林業士活動推進事業（R2当初 117千円） 

 「やまがた森林ノミクス」を支える人材の育成 
○青年林業士養成研修会の開催（２月３日、４日）：12名参加 

○青年林業士の認定：研修会参加者 12名 

③ 再造林支援制度推進事業（R2当初 16,243千円） 

 再造林経費の 100％支援 

○再造林に要する経費への支援： 71ha 

：本事業支援分 10%（参考※ 国庫補助事業分 68％、緑環境税支援分

12%、民間基金支援分 10%） 

 

＜Ｒ２年度 関連事業＞ 

やまがた森林ノミクス森林管理システム推進事業費 

Ｇ３再造林加速化対策事業（1,899 千円） 

・再造林率 100％を実現するため、林業事業関係者の

連携強化及び課題や情報共有、意見交換等 

○再造林加速化対策会議の開催（３月８日）：24 名参加 

○再造林加速化対策研修会の開催（３月５日） 

：造林、木材生産・流通及び木材加工従事者 50名受講 

○施業提案書、森林経営計画作成支援 

 ：提案書等作成に必要なデータ計測（地上レーザ測量機器レンタ

ル経費）支援（１台） 
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やまがた森林ノミクス推進事業費の主な活動実績（Ｒ２）について 

 

④ 林工連携推進事業（R2当初 855千円） 

 

 

山形県林工連携コンソーシアムの運営 

○林工連携コンソーシアム総会・研修会の開催（８月５日） 

：50名参加（研修会講師：秋田県立大学木材高度加工研究所 

教授 栗本 康司 氏） 

○具体的な商品開発に向けた研究会の開催 

・スマート林業部会研究会を開催（９月８日） 

：93 名参加（講師：信州大学森林計測・計画学研究室  

教授 加藤 正人 氏） 

・新用途開発部会研究会を開催（能代市、10月 23日） 

：16 名参加（視察先：秋田県立大学 木材高度加工研究所） 

○メール等で会員約 80名へ各種研修会等の情報提供 

 

＜Ｒ３年度 承継事業＞ 

やまがた森林ノミクス森林管理システム推進事業費  

Ｇ８林工連携等産学官コラボレーション促進事業（1,400

千円） 

○林工連携コンソーシアム総会・研修会の開催 

○実証事業 

 ・スマート林業の実証 

 ・新製品、新素材による製品開発等の情報提供 

⑤ 県産製材品高度化促進事業（R2当初 500千円） 

 
公共建築物等の設計ニーズに応え県産 JAS 認証製材品の

活用促進に向けて生産・供給体制強化への支援 

○製材 JAS 認証取得支援 

：定額 100 千円 県内製材工場１社（置賜）において、県内初

となる広葉樹製材 JAS認証を取得 

  



3 

 

やまがた森林ノミクス推進事業費の主な活動実績（Ｒ２）について 

 

⑥ 公共・民間施設木造化・木質化推進事業（R2当初 305千円） 

 
民間施設の木造化・木質化の推進に向けて県産木材利

用顕彰の実施 

○県産木材をふんだんに使用した５施設※に対して顕彰状を授与 

※顕彰施設 

１．山形寿地所株式会社（山形市） 

２．幼保連携型認定こども園 ちとせはぐくみ園（鶴岡市） 

３．羽陽学園短期大学附属幼保連携型認定こども園  大宝幼稚園（鶴岡市） 

４．ちわら菜の花こども園（鶴岡市） 

５．特別養護老人ホーム 白光園（白鷹町） 

 

＜Ｒ２年度 関連事業＞ 

○やまがた森林ノミクス森林管理システム推進事業費 

Ｇ６県産木材普及促進事業（5,950 千円） 

○やまがたの木利用拡大プロジェクト事業費 Ｇ４や

まがたの木利用拡大支援事業（26,000 千円） 

 ・県産木材の需要拡大を図るため、「やまがたの木」

を利用した住宅等の建築を支援 

○県産木材を一定量以上使用した民間施設、フェンスへの支援 

 ：定額 200 千円  ７棟、２基 

○県産木材を一定量以上使用した住宅建築の支援 

 ：定額 200 千円  128棟 

 

 

⑦ やまがたの木づかい運動推進事業（R2当初 2,860千円） 

 

「しあわせウッド運動※」の展開による県産木材の活用

の推進 

（※スタート、スクール、オフィス、ライフの４つのス

テージに合わせた「木づかい」運動） 

○幼稚園、保育園等へ県産木材を活用した木育用品（積み木）を提供 

：村山・置賜地域の認可保育所 60施設 

 

 

 



3,400 28 9
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